
マダラ〔地方名：みずたら、ぽんたら（小型）〕

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組・その他のトピック

・主に底びき網で漁獲されています。
・2025年（令和７年）の漁獲量は5.6トン、金額は1.0百万円でした。
・2011年３月の震災以降、操業自粛や国による出荷制限で水揚げはありませんでし
たが、2015年（平成27年）１月から再開されています。

・日本海から東シナ海北部、茨城県以北の太平
洋岸、オホーツク海に分布します。主に水深100
～550ｍに生息し、季節的に深浅移動します。
・成熟年齢は３～４歳で成熟後は毎年産卵しま
す。東北太平洋岸の産卵期は12～３月で仙台湾
や三陸沿岸に産卵場が形成されます。
・成魚は主に魚類及びイカ・タコ類を食べます。

＊「令和５（2023）年度マダラ本州太平洋北部系群の資源評価」
により右図を作成

・資源の水準：低位、資源の動向：横ばい
・調査船調査の結果では、2015年（平成27年）に高い資源水準を示しましたが、そ
の後は減少し、近年の資源水準は低位、動向は横ばいの状態が継続しています。
・同様に新規加入量調査では、2017年以降、少ない状態が継続しています。

・マダラ本州太平洋北部系群は、令和６年７月よりステップアップ管理対象資源と
して漁獲可能量（TAC）管理が行われており、令和８管理年度現在、ステップ２（試
行段階）の位置づけとなっています。

調査船調査による相対重量密度指標の推移
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